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熊
本
県
日
中
協
会
主
催
の

「
第
二
十
九
回
熊
本
春
節
祝

賀
会
」
が
二
月
十
六
日
（
水
）

午
後
六
時
半
か
ら
、
熊
本
ホ

テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
で
盛
大
に

開
か
れ
、
招
待
者
さ
れ
た
中

国
人
留
学
生
・
研
修
生
と
日

中
協
会
員
ら
が
和
や
か
に
春

節
を
祝
い
ま
し
た
。 

主
催
者
の
柏
木
明
会
長
、

蒲
島
郁
夫
県
知
事
、
武
樹

民
・
中
華
人
民
共
和
国
駐
福

岡
総
領
事
の
来
賓
、
前
畑
淳

治
荒
尾
市
長
ら
の
あ
い
さ
つ
、 

                    そ
し
て
谷
口
功
熊
本
大
学
長

の
乾
杯
の
音
頭
で
開
宴
。 

今
年
は
辛
亥
革
命
か
ら
百

周
年
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、

会
場
で
は
革
命
の
指
導
者
・

孫
文
と
親
交
の
深
か
っ
た
荒 

        

          

最
近
、
二
度
目
の
香
港
に

行
き
ま
し
た
。
①
熊
本
の
良

さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
観
光
面
に

活
か
し
て
も
ら
う
②
熊
本
の 

      尾
市
出
身
の
宮
崎
滔
天
と
の

交
友
ぶ
り
を
パ
ネ
ル
で
紹
介

（
荒
尾
市
提
供
）
し
た
り
、

神
戸
の
孫
文
記
念
館
が
制
作

し
た
「
孫
文
と
宮
崎
滔
天
」

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
映
写
。 

 
辛
亥
革
命
か
ら
百
周
年
。

孫
文
と
宮
崎
滔
天
の
友
情
を

趣
旨
に
当
会
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
異
郷
の
地
で
何
か
と

ご
不
自
由
な
こ
と
も
お
あ
り

で
し
ょ
う
が
、
本
日
は
ゆ
っ

く
り
ご
歓
談
く
だ
さ
い
。 

 農
産
物
、
海
産
物
を
輸
出
す

る
③
孫
文
と
宮
崎
滔
天
と
の

関
係
を
知
っ
て
も
ら
う
‐
の

三
つ
の
目
的
で
す
。
現
地
の

大
手
新
聞
が
私
の
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
を
大
き
く
扱
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
特
に
阿
蘇
を
宣

伝
し
て
く
れ
た
の
で
沢
山
訪

れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
長
崎
の
梅
屋
庄
吉
が

有
名
な
っ
て
い
ま
す
が
、
宮

崎
滔
天
も
い
る
ん
だ
よ
、
と

意
を
尽
く
し
ま
し
た
。 

  

留
学
生
ら
は
、
中
国
帰
国

者
や
留
学
生
が
作
っ
た
餃
子

や
、
祝
宴
の
料
理
に
舌
鼓
を

打
ち
な
が
ら
「
孫
文
が
熊
本

に
来
た
こ
と
を
初
め
て
知
っ

た
。
宮
崎
滔
天
と
の
友
情
関

係
に
つ
い
て
も
」
と
語
り
、

日
中
協
会
員
ら
と
友
好
を
深

め
て
い
ま
し
た
。 

吟
詠
・
剣
舞
や
上
海
扇
子

舞
、
二
胡
の
演
奏
、
独
特
の

振
り
付
け
を
し
た
日
本
舞
踊

と
、
日
中
の
文
化
を
紹
介
す

る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
そ
し

て
恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会

が
あ
り
、
会
場
は
終
始
、
和

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。 

         

宮
崎
滔
天
な
ど
多
く
の
日

本
人
が
孫
文
先
生
の
革
命
活

動
に
支
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
幹
線
の
開
通
が
九

州
の
発
展
の
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
で
す
。
総
領
事
館
も
日
中

友
好
の
た
め
に
全
面
協
力
し

ま
す
。 

                 

大勢の参加者で会場は 

熱気に包まれました。 

会
場
入
り
口
に
飾
ら
れ

た
提
灯
と
唐
辛
子
。 

留
学
生
ら
を
に
ぎ
や
か

に
お
迎
え
し
ま
し
た
。 
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荒
尾
市
で
は
辛
亥
革
命
百

周
年
事
業
を
計
画
中
で
す
。

す
で
に
昨
年
十
一
月
に
孫
文

の
生
涯
の
絵
画
展
を
実
施
、

こ
と
し
十
月
に
は
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
、
そ
し
て
香
港
の
孫

文
記
念
館
に
孫
文
・
宮
崎
滔

天
が
写
っ
た
記
念
写
真
を
贈

呈
、
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

                         

今
後
、
他
の
五
つ
の
孫
文

記
念
館
と
も
随
時
、
交
流
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

荒
尾
に
は
資
料
が
沢
山
あ

る
の
で
、
留
学
生
の
方
々
も

来
て
い
た
だ
き
、
理
解
を
深

め
て
日
中
友
好
の
輪
を
広
げ

て
い
た
だ
き
た
い
。 

                         

                          
本
日
は
お
招
き
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
日
初
め
て
、
孫
文
さ
ん
と

孫
文
さ
ん
を
支
援
し
て
い
た

宮
崎
滔
天
の
関
係
を
知
り
ま

し
た
。 

私
は
高
校
卒
業
後
八
年
間
、

熊
本
で
有
意
義
で
楽
し
い
留 

熊
本
に
は
七
百
人
の
留
学

生
が
い
て
、
そ
の
半
分
は
中

国
の
方
た
ち
で
す
。
熊
本
県

や
熊
本
市
、
大
学
が
連
携
し

て
上
海
に
熊
本
の
オ
フ
ィ
ス

を
設
立
準
備
中
で
す
。
こ
れ

を
機
に
熊
本
と
中
国
、
日
本

と
中
国
が
仲
良
し
に
な
る
事

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
有
意

義
な
学
生
生
活
を
送
っ
て
く

だ
さ
い 

               学
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
四
月
か
ら
東
京
で

社
会
人
の
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
す
。
熊
本
で
体
験
し
た
こ

と
、
出
会
っ
た
人
た
ち
は
私

の
宝
物
で
す
。
こ
の
宝
物
を

胸
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

                          

 

       

会場内に掲示されたパ
ネルに見入る参加者。 

映写された宮崎滔天のＤＶＤを見
て、留学生らは「初めて知った」
と驚いていました。 

詩
吟
・
剣
舞
を
披
露
す

る
、
岩
下
河
洲
さ
ん
と

福
住
麗
祥
さ
ん
。 

熊
本
工
業
専
門
学
校
留

学
生
の
段
冀
州
さ
ん
に

よ
る
、
見
事
な
二
胡
の

演
奏
。 

美
し
い
音
色
に
み
ん
な

う
っ
と
り
。 

中村花誠社中 
ザ・わらべ子供舞踊団 
可憐な踊りで来場者を
魅了しました。 
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ア
イ
・
ウ
ッ
ド
㈱
、
㈱
阿
蘇

熊
牧
場
、
阿
蘇
製
薬
㈱
、
荒

木
祐
一
朗
、
池
田
和
貴
、
岩

下
俊
一
、
上
岡
龍
一
、
上
坂

知
剛
、
宇
城
市
、
岡
村
透
、

小
山
美
代
子
、
柏
木
明
、
河

津
政
雄
、
北
里
敏
明
、
熊
本

朝
日
放
送
㈱
、
熊
本
華
僑
総 

               会
、
熊
本
学
園
大
学
、
熊
本

県
小
林
寺
拳
法
連
盟
、
熊
本

放
送
㈱
、
熊
本
保
健
科
学
大

学
、
㈱
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ

ス
ル
、
栗
谷
利
夫
、
高
野
病

院
、
古
閑
三
博
、
國
米
聰
太

郎
、
佐
藤
征
紀
、
Ｊ
Ａ
熊
本

中
央
会
、
潮
谷
義
子
、
熊
本

機
能
病
院
、
創
価
学
会
、
崇

城
大
学
、
高
木
健
次
、
竹
内

義
雄
、
㈱
暖
、
張
晶
、
鎮
西

学
園
、
富
田
薬
品
㈱
、
中
尾

精
六
、
㈲
中
野
工
務
店
、
永

野
義
孝
、
日
中
友
好
熊
本
県

議
会
議
員
連
盟
、
野
田
た
け

し
、
㈱
ヒ
ラ
イ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
、
深
川
敬
一
、
細
川

佳
代
子
、
益
田
忠
、
松
野
憲

三
、
松
本
崇
希
、
真
鍋
嘉
人
、

三
角
海
運
㈱
、
森
川
健
康
堂

㈱
、
㈲
柳
井
商
店 

  荒
尾
市
、
荒
木
ひ
と
み
、
㈱

ア
ロ
ー
ゼ
、
岩
下
栄
一
、
大

代
純
市
、
唐
津
邦
利
、
㈱
九

電
工
、
九
州
ル
ー
テ
ル
学
院

大
学
、
㈱
近
代
経
営
研
究
所
、

熊
本
機
能
病
院
、
熊
本
学
園

大
学
、
熊
本
県
観
光
連
盟
、

熊
本
工
業
専
門
学
校
、
熊
本

酸
素
㈱
、
熊
本
保
健
科
学
大

学
、
小
串
照
彦
、
佐
藤
征
紀 

重
光
産
業
㈱
、
㈱
秀
拓
、

全
日
本
空
輸
㈱
、
創
価
学
会
、

崇
城
大
学
、
田
代
利
吉
、
㈱

暖
、
富
田
薬
品
㈱
、
中
垣
秀

夫
、
野
田
た
け
し
、
濱
田
醤

油
㈱
、
㈱
ヒ
ラ
イ
、
三
浦
一

水
、
南
九
州
コ
カ
・
コ
ー
ラ

ボ
ト
リ
ン
グ
㈱
、
南
九
州
ペ

プ
シ
コ
ー
ラ
販
売
㈱
、
森
川

健
康
堂
㈱ 

 
 

（
敬
称
略
） 

                                  

兎年飛躍 金
虎
跳
出
福
運
在 

玉
兎
躍
進
喜
気
生 

兎年は飛躍の年 

金の虎が飛び出したが福運は続き 

玉の兎が跳ねこんで喜色が生じてくる 

中国では慶事の際に、赤い紙に縁起

のよい句を書いて、門柱や入り口の

左右に貼ります。特に春節（正月）の

ものを春聯（しゅんれん）と呼びます。 

 

二
千
五
百
個
の
餃
子
作
り

は
数
日
前
か
ら
準
備
。 

当
日
も
朝
か
ら
包
み
に
大

車
輪
で
し
た
。 

今
年
は
例
年
よ
り
協
賛

品
が
豊
富
に
集
ま
り
、
お

土
産
振
り
分
け
作
業
も

大
変
で
し
た
。
う
れ
し
い

悲
鳴
で
す
。 
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今
回
の
紙
面
は
春
節
祝
賀

会
オ
ン
リ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
辛
亥
革
命
百
周
年
と
い

う
節
目
に
当
た
り
、
荒
尾
市

と
宮
崎
兄
弟
資
料
館
な
ど
の

ご
協
力
で
、
貴
重
な
資
料
を

ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

孫
文
を
支
え
た
宮
崎
滔
天

の
偉
大
な
革
命
へ
の
功
績
を

留
学
生
ら
が
認
識
を
新
た
に

し
、
今
後
の
日
中
友
好
に
大

き
く
役
立
て
て
も
ら
え
る
も

の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。 

先
日
、
柏
木
会
長
と
青
木

事
務
局
長
と
の
三
人
で
、
御

礼
に
荒
尾
市
へ
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。 

（
機
関
紙
編
集
委
員
会 

小
串 

照
彦
） 

く
じ
を
引
く
青
柳
理
事
と

司
会
の
西
村
直
子
さ
ん
。 

留学生と和やかに歓談する会員ら。 

舞
踊
の
出
演
者
と
パ
チ
リ
。 

幸運を射止めた留学生たち。 

柏木会長から賞品を手渡され、「今年も

縁起がいい」とニコニコ顔。 

餃子実演コーナー。 

留学生らが会場で次々茹で上げ、参加者

は春節ならではの餃子に大喜び。 

孫文・滔天資料展示の応援に駆けつ

けていただいた、宮崎兄弟資料館の

安田館長と荒尾市役所の松岡さん。 

優
美
に
上
海
扇
子
舞
を 

踊
る
郭
麗
影
さ
ん
ら
。 


